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高齢者てんかんと併存症
2026.2.14

甲府脳神経外科病院 脳神経内科
小林理恵子

本日の内容

• てんかんとは
• 高齢者てんかんの原因
• 高齢者てんかんの症状
• 高齢者てんかんの診断
• 高齢者てんかんの治療
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てんかん発作のメカニズム

てんかんinfo;UCBCaresてんかん総監修：埼玉医科大学名誉学長 山内俊雄先生

脳の一部から始まった興奮が
ニューロンの集まった場所を通じて
脳全体に広がる
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（８２億６０００万）

（７億４４００万）

（３億３６５０万）

（１億２３４４万）
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（アルツハイマー型認知症）
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てんかんの鑑別診断

日本神経学会HP てんかん診療ガイドライン2018
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高齢者てんかんの診断と治療の流れ

赤松直樹 診断と治療 vol.105-no.7 2017(78)

病歴 意識消失、全身けいれん発作などてんかんの可能性がある

原疾患治療 経過観察

経過観察

診察、神経学的所見、血液検査、脳波、頭部MRI（CT）、心電図、胸部X線写真、その他

初発てんかん発作 異常なし非てんかん発作

再発のリスクが低い再発のリスクが高い、再発あり

抗てんかん薬治療、原因疾患治療

発作型、てんかん症候群診断

抗てんかん発作薬の選択

• 抗てんかん発作薬はまず正しい診断を行って適切なものを選ぶ
• 効果、薬価、副作用を考えて何を選ぶかは対象者で異なる
• 抗てんかん発作薬の服用中は効果判定と同様に副作用による生

活への支障がないかを見落とさないことが肝要である
• 服用する側が有効な薬剤であると実感することにより最適な薬

剤選択であると確信することができる
• 処方医は薬のメリット、デメリットを丁寧に説明して内服に納

得した上で使用することが重要でありそれにより率直な服用の
手応え、不満を聞き取ることができ次の処方に生かしていくこ
とができる

演者作成

17

18

minami.e
四角形



2026/2/10

10

高齢者は年齢にともない、複数の症候や疾患を重積します

高齢者の併存疾患
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薬剤選択の注意点

日本神経学会HP てんかん診療ガイドライン2018

薬剤選択の注意点

日本神経学会HP てんかん診療ガイドライン2018
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日本神経学会HP てんかん診療ガイドライン2018

薬剤相互作用

日本神経学会HP てんかん診療ガイドライン2018
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第一選択は

日本神経学会HP てんかん診療ガイドライン2018

まとめ
• てんかんの概要を説明し高齢者てんかんの原因、
症状、薬物治療について解説した

• てんかんの発症は高齢者で増加傾向が見られるが
脳血管障害がその原因として最も多い

• 高齢者の併存症を考慮した適切な治療薬剤選択が
重要である

演者作成
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ご清聴ありがとうございました
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